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休廃止鉱山での坑廃水処理において、環境には有

害であるが、資源としては有用である重金属類につ

いて① Cu 等の非鉄金属類、② Fe、③ Al,Si 等の３
系統に分別沈殿回収するための坑廃水処理方法及び

汚泥処理方法を検討し、併せて費用面からの有効性

について検討を行った。回収資源売却益、薬剤費、

最終処分費からの費用比較では、従来の坑廃水処理

（中和処理）と発生汚泥の最終処分という処理方法

に対して、金属資源を回収することにより費用面で

有利になる結果が得られた。有害な重金属類をリサ

イクルすることにより環境負荷を削減できる再資源

化は、今後の休廃止鉱山の維持管理技術として重要

であると考えられた。


